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国際ロータリー第2840地区
2024－2025年度

ガバナー　森　末廣

　今年は、いつになく積雪が多く寒い冬となりました。しかしながら、３月に入りようやく長かっ
た冬の気配が薄れ、春の息吹が漂いはじめ草萌えの季節となってまいりました。
　草木が芽を出し柔らかい陽光の下で土の中で春を待ちわびていた草木の種が目覚め、次々とその
姿を現します。その蠢動で春の到来を実感することが出来るでしょう。薄緑に色づきはじめた野山
が色濃く染まるまであと少しです。

　さて、３月は「水と衛生月間」であります。安全な水と衛生設備の利用は、すべての人がもつべ
き権利であります。しかし、世界には適切な衛生設備を利用できない人たちが25億人いると言われ
ております。水道水を飲むことができ、かつその安全が保障されている国はわずか15か国だと言わ
れております。アジア諸国では、アラブ首長国連邦と日本の２カ国だけであります。水道の蛇口を
ひねれば安全な水が出てくる。これを当たり前に考えてはいけません。そういう意味では日本は水
の先進国なのかもしれません。世界では未だ、川の水、井戸の水を飲み水や料理に使っている国々
があります。しかし、この水源もゴミや排泄物に汚染され下水による飲感染症などの病気になって
しまう原因となっております。汚染水によって命を落とす人があとを絶たず、途上国では新鮮な水
の確保の為、未来を担うはずの子供たちが、水汲みなどの労働を強いられ学校に通えず教育を受け
られない境遇に陥っております。

　トイレは命を救う。きれいで安全なトイレを使えるのは日本では普通のことですが、世界にはト
イレを使えずに野外で排泄する人が数百万人おり、それが原因となって感染症で毎日何千人もの子
供が命を落としています。国連によって定められた「世界トイレの日」には、トイレの大切さを認識し、
安全な衛生設備が使えない数十億もの人々に関する理解を深め、行動を起こすことが呼びかけられ
ています。この問題は、公衆衛生だけでなく、教育、経済、環境にも深くかかわってきております。
特に多くの女性や少女にとって、安全に管理された衛生設備が利用できないことによる屈辱、不便さ、
危険により社会への全面的な参加が妨げられています。このトイレ設備の設置とそのし尿処理施設
の整備が衛生面を大幅に改善させ水の安全な確保につながります。

　国連は３月22日を「世界水の日」と定め水がとても大切であること、きれいで安全な水を使え
るようにすることの重要性について、世界中の人々と一緒に考えるための日としています。ロータ
リーでは井戸や雨水貯水システムの設置、水設備管理の研修、疾病予防のための水、設備の提供な
ど、ここ数年「水と衛生」に関する事業を行っております。ロータリーの水と衛生プログラムであ
る「WASHプログラム」は、より効果的で持続的な変化をもたらしています。プロジェクト成功のカ
ギは補助的なリソース、資金、技術、人脈、文化に関する知識といった専門知識を提供する団体との
協力にかかっております。衛生施設の設置だけではなく健康的な習慣を定着させることも重要です。

　RI会長のステファニー・アーチック氏は、ロータリーの使命とは、今年度のテーマ「ロータリー
のマジック」の実践の中にあるのだと言っております。アーチック女史は、途上国で浄水器を設置
する支援に行った時、濁った水を入れてきれいな水が出てきた現実を見た少年が私の袖をつかんで

「もう一度魔法を見せて」と発した言葉に心を捉われました。

　ロータリーのマジックとは呪文を唱えるだけで会員を増やしたりポリオを根絶したり世界平和を
もたらすものではありません。プロジェクトを終えるたび、寄付するたび、新会員を迎えるたびに
皆さんはマジック（魔法）を生み出すのであります。

ガバナーメッセージ「水と衛生月間」
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各クラブ紹介（第６分区）

富岡RC

　富岡ロータリークラブの本年度のスローガンを「学びあい、高めあう」としました。そして、次
の３つの観点から、本年度の活動を推進していこうと考えております。
　その第１は「会員数の増強」です。会員数を増やすことによって、新鮮な息吹を吹き込んでもらい、
学びあう土壌ができると思います。また、例会等の語らう場面を多く持つことによって高めあうこ
とができると考えます。
　第２は、「スカラーシップの更なる推進」です。障がい者支援、スカラーシップの取り組みも３年
目を迎え、その真価が問われる時となりました。今までの実績を土台として、更なる積み上げをし
ていきたいと考えております。
　第３は「互いに高めあう」ことです。会員相互それぞれの良さを認め合いながら、人間的な魅力
や考え方、また、会社の運営や取り組み方等を共有し、自己の人間的成長や自社の経営の参考にし
ていくことができればと考えます。
　これら３点を常に念頭におきながら、ロータリーの活動を進めて参りたいと思います。

藤岡RC

　藤岡ロータリークラブは、今年度で創立61年を迎える歴史あるクラブです。現在の会員数は42
名（2025年２月現在）。月３回、木曜日に開催される例会は、アットホームで和やかな雰囲気の中、
楽しく活発な交流が行われています。
　当クラブの代表的な奉仕事業として、今年度で第25回目を迎えた「少年少女合唱団群馬県フェス
ティバル」があります。今年度も群馬県内各地から11の合唱団にご参加いただき、素晴らしいハー
モニーが響き渡りました。来年度は全日本合唱連盟様との合同開催が決定しており、さらに多くの
合唱団が藤岡に集う予定です。このフェスティバルを通じて、藤岡ロータリークラブだけでなく

「ロータリークラブ」という名を広く知っていただく貴重な機会となることを期待しています。
　また、今年度は会員同士の親睦をさらに深めるため、夜間例会の回数を増やしています。親睦を
通じて意見を交わし合い、地域社会への奉仕活動をどのように充実させるか、会員全員が楽しめる
プログラム作り、そして自らの成長についても考える場となっています。
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　ぜひ、藤岡ロータリークラブの例会にメークアップでお越しください！　
　ロータリーの輪を一緒に広げていきましょう。そして私たち藤岡RCのメンバーも、皆様のクラ
ブへお邪魔させていただければ幸いです。ロータリアン同士のつながりに、心より感謝申し上げます。

安中RC

　安中ロータリークラブはおかげさまで創立60周年を迎えました。
　若いメンバーも多く、地元愛の強いクラブです。60周年を契機に子供への奉仕活動を中心に事業
を進めて行く予定です。本年度は米山記念奨学生、交換留学生を受入れ、お祭りになれば新島学園
インターアクト部と協力しブース出店、ポリオ募金を行いました。国際奉仕では新発田中央RCと
合同でタイの孤児院支援、スラムの図書館支援を行いました。図書館では地元支援団体よりスラム
から大学生を送り出したとお話しを聞きました。60周年の事業はこれまで中学生の支援が少なかっ
たので、中学校の吹奏楽部等への物品の寄贈を行う予定です。現在は60周年のPRとして第６分区
内のクラブを訪問しております。第６分区各クラブには貴重な時間を頂き感謝しております。
　また、次々年度、当クラブからはじめてガバナーを送り出すこととなりました。
　安中ロータリークラブが一致団結し、また多くの協力を得て、より良い安中ロータリークラブへ
と成長するための良い機会だと思います。
　地元の安中市の発展、子供たちの成長へ寄与するためこれからも奉仕をしていきたいと思います。
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藤岡北RC

　決して自慢をする訳ではありませんが、おそらく、県内で当クラブより小さいクラブはないでしょ
う。現在、会員７名、会長は今回で７回目を数える強者です。女性友の会のご協力を仰ぎながら今
日に至っております。
　そんな小さなクラブですが、毎年工夫をしながら、地区補助金事業を実施しています。昨年秋には、

「新町防災アリーナ」において、地域住民とともに「地域の防災・災害について学ぶプロジェクト」
と称して、防災セミナーを開催いたしました。
　群馬県は自然災害が少なく安心安全な地域であるという考えをもっている人が多いと思いますが、
実は大きな誤りであると講師の先生は明言されました。雷の多い群馬県は、線状降水帯が発生する
危険性が高い地域と言えるそうです。また、当クラブの事務局のある新町地域は、深谷断層帯の真
上に位置し、大きな地震がいつ起きてもおかしくない場所と聞いて、根拠のない安全神話に頼って
いてはいけないと改めて身の引き締まるセミナーとなりました。
　常に、自ら情報を収集して、事前に危険を察知し、身を守る行動をとる大切さを学びました。こ
れからも、少ない人数ながら実り多いクラブライフを過ごしていきたいと思います。

富岡中央RC

　富岡中央ロータリークラブはおかげ様で昨年創立30周年を迎えることができました。現在40名
の会員で和気あいあい活動しています。活動の一つとして、地域の養護施設「こはるび」が設立さ
れて以来、餅つき大会や施設内での演奏会等々支援を続けていましたが、今年度初めて一緒に長野
県戸隠までバス旅行を実施し、子供たちや職員の方々とのふれあいを深めました。これには米山奨
学生や学友生も多数参加してくれて楽しいイベントとなりました。また、富岡市民吹奏楽団の活動
への支援を続けており、式典や家族会等に演奏をお願いしています。これからも地域に寄り添った
奉仕を実践していきたいと思います。
　海外に目を向けると、フィリピンのサーキットマカティロータリークラブと姉妹クラブ締結をし
てから10年が経ち、その間に両クラブ協力のもとグローバル補助金を利用して小学校に浄水器設置
事業を行いました。今年度は締結延長し、国際的な奉仕活動も行いたいと考えています。
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碓氷安中RC

碓氷安中ロータリークラブの近況報告
　当クラブは会員７名となりましたので、会員の増強に日々努めております。
　過日の２回の例会（12/26クリスマス例会　１/７新年例会）では、入会候補者の方をお招きして
懇親を深め、入会へとつなげていきたいと考えております。
　写真は、ロータリー財団地区補助金を活用して、地域の特別養護老人ホームへ災害時にも使える
ポータブル電源機器を寄贈した時のものです。（11/28実施）

藤岡南RC

　藤岡南ロータリークラブは、2001年に創立し、来年度、25周年を迎える、2840地区で２番目に若
いクラブです。現在の会員数は22名、そのうちの約６割は、在籍年数10年以下となっており、メンバー
構成も非常に若いクラブです。ロータリーの伝統を大切にしながらも、若手が意見や思いを出し合い、
先輩ロータリアンがその姿を受け入れ、応援して頂ける、そうした気風が、当クラブの特徴です。
　奉仕活動においては、創立以来、青少年奉仕に重点を置き、特にスポーツを通しての地域の青少
年育成に寄与してまいりました。毎年６月に開催する、Ｕ－10サッカー大会は、県内外より、約
50チームが参加し、過去に出場した子供たちの中には、Ｊリーガーとなって活躍している選手もい
ます。この、サッカー大会も、昨年度に第20回の記念大会を開催することができました。近年は、
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試合はもちろん、大会の様子をYouTubeで配信し、多くの方に観て頂いております。
　今後も、クラブの気風を大切にしながら、30周年に向けて活動を続けていきたいと思います。

富岡かぶらRC

「富岡かぶらロータリークラブ」・「バリタマンロータリークラブ合同貯水槽プロジェクト」
　インドネシアのバリ島では乾季に全く雨が降りません。山岳地帯の村々では、水道施設もなく、生活用
水の確保に苦労しています。その支援の求めに賛同し、継続事業としてバリタマンRCと合同で「貯水槽
100基プロジェクト」に参加し、我がクラブは、2024年で８基目となりました。１基で500世帯2000人
の水が確保できます。費用は富岡かぶらRCが拠出し、村人が造ります。場所の選定や進捗状況等はバリ
タマンRCが行います。また、完成するとインドネシアを訪問し、寄付金の贈呈と譲渡式を行います。
　インドネシアの支援事業は、当クラブが５周年事業として2007年自然環境保護を目的に植林活動
をスタートし、７回実施しました。その後、この支援は、故豊川一男パストガバナー（当時2013
年ガバナー補佐、2016年ガバナーエレクト）が同行した時、訪問先のバリタマンRCでも、同年度
にガバナー排出の偶然が重なり、とんとん拍子で合同事業「貯水槽プロジェクト」が決まりました。
　2016年インドネシアバリ州バングリ県ブアハン村に１基目、2017年ブレレン県バンジャール村
に２基目、2018年カランアッサム県ティアニャール村に３基目、2019年・2020年に同村に４・
５基目、2023年はティアニャール村ブンラダ集落に６・７基目、そして今回、2024年はティアニャー
ル村サンサナ集落に８基目が完成し譲渡に至りました。
　また、バリタマンRCと2019年にグローバル補助金で「血液採取用車両」をインドネシア赤十字
に贈りました。
　インドネシア共和国バリ州では、まだまだ援助を求めています。貯水槽が完成した時の村人たち
の喜ぶ歓声が忘れられません。
　バリタマンRCでは、貯水槽の譲渡に合わせて、子ども達に古着のプレゼント活動を実施しておりま
した。今後も貯水槽プロジェクトは継続し、さらに、子ども達のための事業も参加できればと思います。
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日　時／2025年１月18日（土）　13:00～16:30
会　場／前橋商工会議所会館　３F　アネモネ
出席者／ロータリー財団委員会委員長　小林洋樹（前橋）、　

ロータリー財団委員会副委員長・地区補助金委員会副委員長　小林匡美（高崎南）、
ロータリー財団委員会委員　今井幸吉（沼田）、
資金管理・平和フェローシップ委員会委員長　上柿敬一（伊勢崎中央）、
資金管理・平和フェローシップ委員会副委員長　福島敬仁（伊勢崎南）、
資金管理・平和フェローシップ委員会署名人　和田雅之（碓氷安中）、
地区補助金委員会委員長　唐沢健二（中之条）、
地区補助金委員会委員　菊川善明（前橋）、石井英智（前橋南）、
草処晋一（桐生赤城）、下田　仁（伊勢崎）、六本木　裕（伊勢崎中央）、
江畑晴彦（高崎）、植村　仁（太田）、山本　樹（館林）、渡邊仁基（藤岡南）、
地区副幹事　坪井良樹（桐生）、松田秀夫（桐生）、山形　剛（桐生西）

報告者／地区副幹事　山形　剛（桐生西RC）

　第１回地区補助金予備審査会が１月18日（土）に前橋商工会議所会館において行われました。初
めに、各分区担当者が順に、今年度実施の補助金事業の内容の説明とその報告を行い、それについ
て報告書と添付されている資料の精査を行いました。その結果、45クラブ中　34クラブが事業を
実施済み、31クラブが報告書を提出済みとなっており、内23クラブが報告書及び添付資料に問題
なく提出できるものであると判断され、受理されました。次に、次年度の地区補助金事業の申請状
況を確認しました。そして、確認された報告書・申請書における問題点や、再度確認するべき点な
どについて活発な意見交換がなされました。それをもとに各分区担当者は、会議で指摘された点の
修正を担当分区に持ち帰り、早急に再度提出することが確認されました。

次回開催　
　第２回地区補助金予備審査会　２月15日（土）16:30～　於　前橋商工会議所

第１回地区補助金予備審査会
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日　時／2025年１月19日（日）　15:00〜17:00
会　場／前橋問屋センター２階
参加者／ガバナー　　森　末廣（桐生RC）　　委員長　横尾通世（高崎東RC）

副委員長　　関口義知（前橋RC）　　委員　田原明美（伊勢崎南RC）
副幹事　　　河内良範（桐生西RC）　坂田晴彦（桐生南RC） 
IA台湾研修参加生徒、保護者、顧問教諭

報告者／地区副幹事　河内良範（桐生西RC）

　2025年３月27日からに国際交流事業に向けてのオリエンテーションを開催しました。
　田原明美委員の司会進行のもと最初に、森　末廣ガバナーより挨拶をいただきオリエンテーショ
ンが始まりました。主な内容として、海外研修及び趣旨説明が横尾通世委員長よりありました。旅
行日程については、有限会社プラスツーリズム代表小林聡様より詳細が伝えられました。また、交
流会の余興についてはホスト校である高崎健康福祉大学高崎高等学校の大山桜來さんをリーダーと
し検討していただきました。何やら楽しい内容のようです。
　今回は参加生徒と委員会メンバー４名、保護者と委員会メンバー４名でそれぞれ連絡ツールとし
てライングループを作成しました、保護者についても生徒リーダーの保護者の方を中心に保護者間
で連絡がとれる環境を整備しました。また、ホームステイ中に１日１回ライングループに所在確認
の為の連絡をしていただく事も承知していただきました。以前参加した顧問教諭からは相手校訪問
時の内容を詳しく話していただきました。今後の予定として、集合場所のアンケートや今回の事業
に参加する同意書を提出していただき訪台に備えます。さらに今回のオリエンテーションでは前橋
育英高等学校顧問教諭、共愛学園高等学校教諭が今後の参考にと参加くださいました。
　２月22日は余興の練習と保護者の方との懇談会をおこない当日に備えます。

訪台参加者
　高校生16名（男子１名、女子15名（１年生７名、２年生９名））
　顧問教諭２名（高崎健康福祉大学高崎高等学校、クラーク記念国際高等学校前橋キャンパス）
　ロータリアン７名

次回　２月22日（日）14:00〜懇談会および余興練習

インターアクト国際交流事業オリエンテーション
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日　時／2025年１月22日（水）　14:30～15:30
会　場／ガバナー事務所
出席者／森　末廣ガバナー、竹中　隆ガバナーエレクト

小林洋樹ロータリー財団委員長、今井幸吉ロータリー財団委員、
ランドルフ留利子グローバル補助金委員長、
菊池千恵グローバル補助金副委員長、石川好男グローバル補助金副委員長、
桐生ロータリークラブ園田誠会長、丹羽あゆみ幹事
奨学生　吉田祐太さん

報告者／グローバル補助金委員会副委員長　石川好男（太田RC）

　今回上程のグローバル補助金奨学金の申請は、桐生ロータリークラブの推薦により高崎経済大学　
経済・国際専攻在学中の吉田祐太さんで、2025年９月から2027年８月まで台湾台北市にある国立
台湾大学の修士課程を希望されています。「経済と地域社会の発展」を重点分野として、地域課題を
分析し社会福祉政策や実践的解決策などを学び、卒業後はソーシャルワークの知識を実践し文化の
保存と社会的包摂を両立させる仕組みを構築する目標を持っています。申請理由、重点分野と目標

（専攻過程との一致・専攻科目の内容・過去の教育または経験）、成果の持続と測定可能性（学業面
と職業面での目標・地域社会への取り組みや長期的に取り組むための研究の生かし方・入学許可の
取得状況）、の内容について説明を頂きました。聞き取り調査では将来への道筋が明確化されてない
部分も見受けられたので一考して再提出して頂き、桐生ロータリークラブと共にバックアップをし
てロータリー財団への申請に向けて協力してまいります。

〔次　第〕
開　会／グローバル補助金副委員長　菊池千恵
挨　拶／第2840地区2024－2025年度ガバナー　森　末廣
趣旨説明／グローバル補助金委員長　ランドルフ留利子
自己紹介／出席者全員
審査協議／2840地区グローバル補助金奨学金申請確認
　　　　　１．申請理由・重点分野と目標・成果の持続と測定可能性の説明　　吉田祐太
　　　　　２．奨学生推薦の理由説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園田　誠
質疑応答／
講評・今後の流れ／ロータリー財団委員　今井幸吉
閉　会／グローバル補助金副委員長　　　菊池千恵

第１回グローバル補助金審査会
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日　時／2025年１月25日（土）　16:00～17:30
会　場／ロイヤルチェスター前橋
出席者／森　末廣ガバナー、森田　均パストガバナー、山崎　學パストガバナー

曽我隆一パストガバナー、横山公一パストガバナー、福田一良パストガバナー、
安藤震太郎パストガバナー、竹内正幸パストガバナー、生方　彰パストガバナー
森田高史パストガバナー、山田邦子パストガバナー、足立　進パストガバナー
中野正美パストガバナー、保坂充勇パストガバナー、竹中　隆ガバナーエレクト
三好建正ガバナーノミニー、後藤圭一代表地区幹事、関　真一地区幹事
樋口哲雄地区幹事、松島宏明地区会計長、平田　稔地区財務委員

オブザーバー／櫻井正晴三好年度地区幹事
報告者／代表地区幹事　後藤圭一（桐生RC）

　森　末廣ガバナー年度の第３回ガバナー諮問委員会が下記次第により、ロイヤルチェスター前橋
にて開催されました。
【ガバナー挨拶】　ガバナー　森　末廣
【報告事項】	 １．地区会員数報告（過去24年度会員数月別推移）
	 ２．上半期地区主要行事報告と下半期主要行事予定の件
	 ３．地区会計上期収支報告
	 ４．各寄付上半期実績報告
	 　　①ロータリー財団年次寄付
	 　　②ロータリー財団ポリオプラス寄付
	 　　③米山記念奨学会寄付
	 ５．2025年度米山記念奨学生選考会報告
	 ６．2027-2028年度地区ガバナー候補者推薦の件
	 ７．草津温泉ロータリークラブについて
	 ８．地区大会記念事業寄付金贈呈について
	 ９．ロータリー創立記念日上毛新聞発行について
	 10．平和奨学生支援金支援額の変更について
	 11．2024-25年度下半期並びに2025-26・2026-27主要行事予定について
【諮問事項】	 １．次年度（竹中年度）運営方針について
	 ２．その他

第３回ガバナー諮問委員会報告
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日　時／2025年１月25日（土）　18:00～20:00
会　場／ロイヤルチェスター前橋　３F　ベルサイユ
出席者／�森　末廣ガバナー、第３回ガバナー訪問委員会ご出席パストガバナー・地区役員、

森年度地区副幹事（12名）竹中年度地区副幹事（６名）
報告者／地区副幹事　河内良範（桐生西RC）

　２月９日から13日までフロリダ・オーランドにて開催される国際協議会へ出発される竹中ガバ
ナーエレクトを囲んで、ロイヤルチェスター前橋に於いて壮行会を開催いたしました。壮行会には、
パストガバナーをはじめ総勢39名が出席し、森ガバナーより楽しい余興がありました。森田パスト
ガバナーから激励のお言葉をいただき、森ガバナーから竹中ガバナーエレクトに餞別が贈呈され、
樋口地区幹事から副幹事の紹介があり、
安藤パストガバナーの締めで閉会しまし
た。国際協議会後より竹中年度が本格ス
タートです。地区ロータリアンの皆様の
ご協力をお願い申し上げます。

竹中　隆　ガバナーエレクト　壮行会

～式　次　第～
１．ガバナー挨拶	 ガバナー	 森　　　末　廣
２．ガバナーエレクト挨拶	 ガバナーエレクト	 竹　中　　　隆
３．激励の言葉	 パストガバナー	 森　田　　　均
４．餞別の贈呈	 ガバナー	 森　　　末　廣
５．乾　　杯	 直前ガバナー	 保　坂　充　勇
６．締　　め	 パストガバナー	 安　藤　震太郎
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日　時／2025年１月25日（土）　７:00～
報告者／米山記念奨学委員　川島　博（安中RC）

　今回の旅行は、米山梅吉記念館の訪問、米山梅吉翁の墓参りを中心とした研修旅行となりました。
参加者は奨学生15名、地区委員/カウンセラー９名の総勢24名で朝７:00に高崎駅東口より大型バ
スにて定刻通り出発しました。
　出発後、バスの中で高沢委員長の挨拶の後、米山梅吉翁について色々なことを詳細に分かりやす
く説明してもらい参加者一同、これから訪問する記念館に関する大変ためになる予備知識を学習し
ました。
　10時30分に記念館到着後、館前で記念写真を撮り、１Fのホールにて記念館副理事長の多田様か
ら記念館についての説明を受けた後、学芸員の方に説明していただきながら展示室を見学しました。
梅吉翁の生い立ち、人生における様々なこと、数々の社会活動奉仕について、ロータリーへの貢献
の様子、遺品などを見ながら一同真剣に説明を聞きました。奨学生達も真剣な表情で展示物を見つ
めていたのが印象的でした。
　記念館で昼食を食べた後、歩いて５～６分の所にある梅吉翁の墓前に献花し一人一人線香を手向
け手を合わせました。奨学生達は、みんな真剣に合掌していたのに感動し、この研修旅行の大切さ
を実感しました。米山文庫こども図書館を見学した後、記念館の方々からお見送りを受け、記念館
に別れを告げて忍野八海に向かいました。あいにくの天気で富士山を見ることが出来ず奨学生達は
残念な様子でしたが楽しく観光をしていました。その後、予定通り18時には帰途につきました。
　今回の研修旅行で、米山梅吉という米山記念奨学会の礎を築いた偉大な日本ロータリーの創設者
のもとを訪れられたことは参加者全員記憶の中にしっかりと刻まれたと思います。
　そして、奨学生のみなさんには日本の小旅行の思い出をしっかり記憶の中にしまっておいてほし
いと思います。　　

米山梅吉記念館研修旅行
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日　時／2025年１月26日（日）　12:30～15:00
会　場／ホテルメトロポリタン高崎
出席者／森　末廣ガバナー、竹中　隆ガバナーエレクト、後藤圭一代表地区幹事、

樋口哲雄次年度代表地区幹事、吉井宏文委員長、新井　聡次年度委員長、
桜井正晴副委員長、小中和子委員、小暮健一委員、久保貴則委員、久保文孝委員、
原　精一委員、前原信之次年度委員、ROTEX、坪井良樹地区副幹事、木村明宣地区副幹事、
長期受入学生２名、ホストファミリー、ホストクラブ、カウンセラー

報告書／地区副幹事　木村明宣（桐生西RC）

　櫻井副委員長が司会を務め、久保貴則委員が開会挨拶をしました。森ガバナーが英語と日本語で
群馬県の紹介と青少年交換プログラムの趣旨について説明し、受入学生に対して将来における素晴
らしい友情を育んでくださいと歓迎の挨拶をしました。続いて、吉井委員長からコロナで３年間の
空白により交換受入先が見つかりにくかったことを話し、青少年交換プログラムの説明をして、本
日の歓迎会を楽しんでくださいと挨拶しました。
　司会の櫻井副委員長から参加者の紹介がされました。長期受入学生のイエシさん、ボニーさん、
ゾエさんらが日本語を交えながら、自己紹介をしました。皆様、日本での生活を楽しみにしながら
来日されたことを嬉しそうに話していました。受入学生の自己紹介後、森ガバナーから受入学生へ
地区バッジの授与が行われました。また、竹中ガバナーエレクトから受入学生に対して日本の文化
を学んでほしいこと、ホストファミリーとよく会話をしてほしいことを歓迎の言葉を送りました。
ROTEX代表として熊木さんが受入学生に対して歓迎の言葉を伝えました。
　その後は、参加者はケーキとコーヒーをいただきながらホストファミリーと懇談しながら親交を深
めました。その後、参加者で記念撮影をし、久保文孝会員が閉会の挨拶をし終了しました。いと思います。

青少年交換受入学生歓迎会
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日　時／2025年１月29日（水）　14:00～15:00
会　場／前橋問屋センター会館　幸の間
出席者／森　末廣ガバナー、竹中　隆ガバナーエレクト

小林洋樹ロータリー財団委員長、今井幸吉ロータリー財団委員
ランドルフ留利子グローバル補助金委員会委員長
菊池千恵グローバル補助金委員会副委員長、石川好男グローバル補助金委員会副委員長
前橋西ロータリークラブ和佐田幸子会長、石井國雄ロータリー財団委員長
奨学生　平林まりさん

報告者／グローバル補助金委員会副委員長　石川好男（太田RC）

　今回上程のグローバル補助金奨学金の申請は、前橋西ロータリークラブの推薦により青山学院大
学国際コミュニケーション専攻在学中の平林まりさんで、2025年９月から2026年８月までイギ
リス　ウェスト・ヨークシャー州　シティ・オブ・リーズ　にあるUniversity of Leeds大学にて
lnequalities and Social Science MScプログラム専攻を希望されています。平林まりさんは前橋西
ロータリークラブのアメリカ・カンザス州オレサ市海外派遣プログラムに参加をして国際理解の体
現を機に青山学院大学国際政治経済学部に進学をされ、さらにリーズ大学で知識とスキルを身につ
けて将来はユニセフ等の国際機関で活躍したいというビジョンを描いています。申請理由、重点分
野と目標（専攻過程との一致・専攻科目の内容・過去の教育または経験）、成果の持続と測定可能性

（学業面と職業面での目標・地域社会への取り組みや長期的に取り組むための研究の生かし方・入学
許可の取得状況）、の内容について説明を頂きました。聞き取り調査では将来へのビジョンが明確化
されているので申請書に具体的に表現するなど、前橋西ロータリークラブと共にバックアップをし
てロータリー財団への申請に向けて協力してまいります。

〔次　第〕
開　会／グローバル補助金副委員長　菊池千恵
挨　拶／第2840地区2024－2025年度ガバナー　森　末廣
趣旨説明／グローバル補助金委員長　ランドルフ留利子
自己紹介／出席者全員
審査協議／2840地区グローバル補助金奨学金申請確認

１．申請理由・重点分野と目標・成果の持続と測定可能性の説明　平林まり
２．奨学生推薦の理由説明　前橋西ロータリークラブ　和佐田幸子会長

質疑応答／
講評・今後の流れ／ロータリー財団委員　今井幸吉
閉　会／グローバル補助金副委員長　　　菊池千恵

第２回グローバル補助金審査会
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日　時／2025年１月29日（水）　14:30～15:45
会　場／森　末廣ガバナー事務所
参　加／森　末廣ガバナー・足立　進アドバイザー

松島光雄公共イメージ・ICT推進委員長、前田　修副委員長、高野佳数副委員長
野村雅弘委員、岡崎政夫委員、天田朝憲委員、諸田政光委員、
尾花靖雄地区副幹事、北村数洋地区副幹事

報告者／地区副幹事　尾花靖雄（桐生赤城RC）

【公共イメージ向上・ICT推進セミナー　アンケート集計結果報告】
� 報告:高野副委員長
　11月８日に実施された「公共イメージ向上・ICT推進セミナー」のアンケート結果について高野
佳数副委員長より報告がありました。アンケート結果はP.17〜P.20に掲載しております。

【マイロータリー登録推進状況について】（１月21日現在　ガバナー月信２月号掲載）
　目標の85％を達成したクラブが12クラブあります。マイロータリーに登録することを理解して
もらうために、目的や活用方法をどう説明したら良いか検討していきたいと思います。引き続き目
標達成に向けてご協力をお願いします。

【ローターアクト会長幹事会　11月16日　参加報告】
� 報告:松島委員長、前田副委員長
　ローターアクトの若い人たちが何を考えているのか、ローターアクトとしての公共イメージをど
う考えているか情報交換してきました。
　ローターアクトもホームページを作りたいが、作れる人がいなかったり予算がない状況であり、
SNSの活用も難しい状況ということです。ロータリーと連携し、ロータリーの公式ページにローター
アクトの紹介も入れてもらえないかなど意見が出ました。短い時間でしたが、ローターアクトも公
共イメージに対して前向きに取り組みたい気持ちを持っていることがわかりました。３月～４月の
ローターアクト会長幹事会に出席して、再度情報交換と交流をはかりたいと思います。

【公共イメージPRついて】
・広報動画（昨年度作成30秒動画）をユーチューブにて配信を実施
　配信期間３月１日～４月10日（予定）エリア:群馬県
・上毛新聞に広告掲載（モノクロ５段）掲載時期（ロータリーデー２月23日）
・ヤフー、グーグルに画像バナー広告掲載　エリア：群馬県　掲載期間３月１日～４月10日
・インスタグラム　画像バナー広告掲載　エリア:群馬県　掲載期間３月１日～４月10日
・ポスターを会員へ配布　会員事業所や公共の場、学校などに貼ってもらう

【広告予算について】
・ユーチューブ広告:130,000円　再生数10万回
・上毛新聞広告:550,000円

公共イメージ・ICT推進委員会
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・ヤフー、グーグル広告:280,000円　表示回数400万回　クリック数8,000回
・インスタグラム広告:50,000円　表示回数20万回　クリック数3,000回
・ポスター作製配布:200,000円～300,000円　作成枚数3,000枚（PETSにて配布）

【各広告のコンテンツについて】
・ユーチューブ動画:昨年度制作した動画
・上毛新聞広告:一見してロータリーと分かる、どんな団体かわかる広告にする
・ヤフー、グーグル広告:ポリオ、青少年交換事業、米山留学生、児童養護施設支援
・インスタグラム:青少年交換事業他
・ポスター:デザイン案を決定し、ロータリーの文字を大きく上に掲載してPRする

（アンケート結果）

国際ロータリー第2840地区　2024-2025年度
公共イメージ・ICT推進セミナー　　参加者アンケート集計結果報告

（2024年11月８日開催/前橋問屋センター会館　華の間）
集計:公共イメージ・ICT推進委員会

【セミナー内容】
　セミナーの趣旨説明（松島　公共イメージ・ICT推進委員長）

①�公共イメージを向上させる目的と期待される効果（田中　国際ロータリー第１地域ARPIC/パ
ストガバナー）

②新聞メディアへの情報提供方法（上毛新聞社　常務取締役　清水氏）
③テレビメディアへの情報提供方法（群馬テレビ　　代表取締役社長　中川氏）
④クラブ具体事例発表（渋川みどりRC　諸田　公共イメージ・ICT推進委員）
⑤マイロータリー推進方法（前田　公共イメージ・ICT推進副委員長）
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【セミナー出席者】
　地区役員出席者� 11
　出席者� 59
　アンケート回答者数� 46

【アンケート項目】
①公共イメージを向上させる目的と期待される効果（田中PGの講義）についての感想
②上毛新聞・群馬テレビメディアの情報提供方法（メディア側講義）についての感想
③クラブの具体的事例（渋川みどりRC諸田委員の事例）についての感想
④マイロータリー登録推進（前田副委員長の説明）についての感想
⑤今回のセミナーや地区の当委員会へのご意見やご要望など

【集計結果】
　自由記述方式のアンケートため、各アンケート項目の記述内容から凡例に基づきA・B・Cに区分し、
集計しました。

46 A B C

アンケート① 93.5％ 4.3％ 2.2％

アンケート② 89.1％ 8.7％ 2.2％

アンケート③ 87.0％ 4.3％ 8.7％

アンケート④ 71.7％ 13.0％ 15.2％

アンケート⑤ 45.7％ 8.7％ 45.7％

【アンケート概要】
　自由記述のアンケートでしたが、白紙回答はほとんどなくセミナー参加者から様々なご意見を収
集することができました。
　公共イメージの向上というテーマに対し参加者皆さんが自クラブやRCに対して様々な問題意識
を持っていること。
　傍観者ではなくセミナーから何かを感じ取ろう、自クラブに持ち帰ろうという積極的な姿勢を感
じました。
　一部批判的な意見もありましたが、現状のRCを前向きに前進させよう改善しようという気持ち
が伝わってくるものばかりでした。
　詳細につきましては【ご意見・ご要望】にセミナー参加者の生の声（要約）を記載しましたので
ご参照ください。

【ご意見・ご要望】
　アンケートに寄せられたご意見・ご要望を各アンケート項目毎に列記します。

　＜アンケート①＞
知ってもらうことが会員増強につながり、公共イメージの向上になる。

「公共イメージ」の広め方が理解できた。「アウター」へというところが印象的でした。
若い人にこちらのイメージを抱いてもらう方法を考える必要がある若い人に加入してもらうこ
とに私も賛成です。

「イメージはこちらが作るものではなく、相手が抱くものである」というところが印象的でした。

凡
　
例

A（ポジティブ・肯定的・積極的・前向き意見あり）
B（ネガティブ・否定的・消極的・他意見あり）
C（特になし・未記入）

※セミナー参加者59名中46名からアンケートを回収し、
　集計しました。（回収率:77.9％）
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外部からロータリーがどう見られているのかが大事だと思った。
公共イメージは広報ではなく相手がどう思うか。これはどんな人が会員になっているかでもロー
タリーのイメージも変わることを知り得るいい機会となった。
公共イメージ向上の最大のツールは「人（ヒト）」だということが大変印象的で勉強になりました
やはり基本は仲間と楽しくロータリー活動を行い団結し、奉仕活動をし、それをうまく公共に
アピールすること。
予算があればできること/できないこと（非現実的な感もありました）入会しない人の本当の
理由を知るべきだ思いました。
若い人の入会は昼の例会・土日に多いセミナーなど改善しなければクラブに魅力があっても入
会しません。
70歳以上がロータリアンというイメージを持っていたが、考え方を変えなければいけないと
思った。
体系的な説明でわかりやすかったが、資料がないのですぐに忘れてしまう。資料が欲しい。
映像に貴重なところがたくさんありました。可能であれば資料をプリントアウトしてほしかった。

　＜アンケート②＞
継続性があり影響力のある情報がメディアに取り上げられることがわかった。
ニュースリリースは大事なことから逆三角形に書く記者とコミュニケーションをしっかりとる。
公共性・時期・実績・関係性を重視すると記事として取り上げらえやすいということなので今
後、骨子としたい。
ニュースリリース文章の書き方については自クラブでシェアし、統一していきたい。
多くの人に関係のある記事、ポイントがしっかりしている記事が放送される
新聞・TV離れが進んでいるのでSNSの活用の方が費用もかからずよいと思います。
地区で全体のHPを作成するのもひとつの手だと思う。
会員増強が若者向けであるならばネットの利用方法も教えてほしい
聞いていてわかるが、記憶として消えていくことなので広報になるパンフレットなどを頂きた
かった。

　＜アンケート③＞
メディアに取り上げてもらうアプローチの具体例（好事例）として参考になりました。
メディアリリースはあくまで手段で、ゴールではないということが印象的でした。
もう少し多くの具体例をみせていただきたかったです。

　＜アンケート④＞
入会時に登録を徹底する。新会員には事務局等を通じて登録してもらうのがよいと思います。
登録止まりで活用まで考えていなかった。まだ活用方法を分かっていない人も多いので有効活
用を周知したい。
登録は個人でするのかクラブじたいでするのか→私はPCが苦手なのでクラブ内の会員に登録
してもらいました。
　⇒当クラブは登録会員数100％です
自クラブの例会でマイロータリーについてプレゼンをするので助かりました。スライドを頂き
たいです。
私自身もマイロータリーを活用しておりませんし、活用しようとも思いません。
クラブにも事情があるのでマイナスとして公表するのは反対です。
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年配会員はメアド持っていない、家族に反対されている方もいる。
私自身もマイロータリーを活用しておりませんし、活用しようとも思いません。
わかりやすかったです。マイロータリー登録頑張ります。
登録はしているが、活用方法を理解していなかったので学びになった。

　＜アンケート⑤＞
公共イメージに対する考え方が変わりました。非常に良かったです。大変参考になりました。
自クラブ会員に共有致します。
一歩踏み込んだ近年にない試みだった。委員長の意志と蓄積された知識の賜物だった。
一般会員もセミナーに参加できる機会があったらよいと思います。現実にあったセミナーで
した。
今のクラブ予算では食費と運営費・分担金でほとんど予算が無くなってしまうので「公共イ
メージ費に予算がまわらない！」という実情がある。
平日のセミナー開催は往復時間交通費等鑑みZoomでの参加をご検討お願いしたい。（とても
参考になる内容でしたので..）
平日の研修は仕事上きついなあと感じます。WEB同時開催してほしい。
公共イメージ構築には若い世代の会員獲得にあるのに何故、新聞・TVのオールドメディアの利
用法に限った講演だったのか？
SNSやHP、動画配信、インスタ活用、Zoom等の活用そうした若い世代向けメディア・発信
方法に関するレクチャーと思い参加したが全くなかった。
ICTの話がひとつもない。ICT推進に関する話が聞きたかった。
次回はICTについてご教授していただきたい。（ロータリーでできるICTって何?から..）

「地域貢献や奉仕活動」の各クラブ別の一覧表（活動状況）の資料があれば各クラブでの運営に
参考になります。
参加者がやや少ないのが残念だった。
できればセミナーの時間は１時間から１時間半くらいが有難いです。
ロータリー活動は単年度制ですが、公共イメージは複数年で活動すべきだと思います。
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日　時／2025年２月８日（土）　14:00〜16:30
会　場／前橋問屋センター会館
出席者／森　末廣ガバナー、本田博己地区ラーニングファシリテーター、

竹内正幸DEI推進委員会アドバイザー、三好建正ガバナーノミニー、
望月和子DEI推進委員長、須田千秋DEI推進副委員長、安田浩士DEI推進委員、
下田京子DEI推進委員、佐藤貴江DEI推進委員、髙橋栄江DEI推進委員、
片桐正人DEI推進委員（RA）、地区副幹事９名
各クラブ会長、幹事・女性会員１名・ローターアクター

報告者／地区副幹事　星野儷日（桐生南RC）

　趣旨説明、DEIに関する意識調査2024のアンケート結果報告を行った後、８グループに分かれディ
スカッションを行った後、グループごとにファシリテーターからの結果報告、DEI推進委員会アド
バイザーによる振り返りを行い、閉会となった。
タイムスケジュール:

13:30～14:00	 受付
		  司会：DEI推進委員会委員　片桐正人
14:00		  開会：DEI推進委員会委員長　望月和子
14:00～14:05	 挨拶：ガバナー　森　末廣
14:05～14:10	 趣旨説明
		  地区ラーニングファシリテーター　本田博己
14:10～14:40	 DEIに関する意識調査2024のアンケート結果報告
		  DEI推進委員会委員長　望月和子
14:40～14:50	 休憩・会場移動
14:50～15:55	 グループディスカッション（８グループ）
		�  ジェンダー、ジェネレーションインクルーシブ、帰属意識について、グループ討議。
15:55～16:00	 休憩・会場移動
16:00～16:25	 各グループ発表
16:25～16:30	 本日の振り返り　DEI推進委員会アドバイザー　竹内正幸
16:30		  閉会：DEI推進委員会副委員長　須田千秋 

DEIフォーラム 誰もがEnjoyできるクラブを目指して
―あなたの気づきがクラブを変える―
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日　時／2025年２月12日（木）　13:00〜15:00
会　場／ガバナー事務所
参加者／委員長　横尾通世（高崎東RC）　　　　副委員長　　関口義知（前橋RC）
　　　　委　員　田原明美（伊勢崎南RC）　　　担当副幹事　河内良範（桐生西RC）
　　　　計４名
　　　　有限会社プラスツーリズム代表　小林　聡様
報告者／地区副幹事　河内良範（桐生西RC）

　横尾委員長進行の元、会議が開会されました。また有限会社プラスツーリズム代表小林　聡様に
お越しいただき訪台に向けての細かい内容の確認や要望を精査していただきました。
内容は以下の通りです。

議事
　　第２回オリエンテーションについて
　　・2025年２月22日14時から　前橋問屋センター２階にて
　　　生徒は交流会の出し物の練習、保護者は質疑応答とする。
　　　参加生徒の所属クラブ及び高校に案内を送付する。
　　・訪台に向けての細かい事項の確認（通訳の依頼ほか）。
　　・バス発着所の確認（集合場所や参加者）
　　・参加生徒と保護者に１部ずつ参加のしおりを渡す。
　　・訪日（受入）時に提出する書類の確認
　　・参加ロータリアンの顔合わせ（委員会・ホストクラブ２名）
　　・次回2025年４月６日（日）　第３回オリエンテーション

第８回　インターアクト委員会
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日　時／2025年２月２日（日）　13:00～14:00
会　場／前橋問屋センター会館
出席者／竹中　隆ガバナーエレクト、田中久夫地区ラーニング・管理運営委員長
　　　　森田高史副委員長、中野正美副委員長、飯田知義委員、
　　　　樋口哲雄地区幹事
報告者／地区副幹事　堀込敏彦（高崎北RC）

　地区ラーニング・管理運営委員会の役割について田中久夫委員長より2840地区の「ブレイン」
になってほしいとの説明がありました。
　「ブレイン」になる為には、委員会メンバーが活発な意見を言い合い、様々な視点で正しい方向性
に導いていけるような委員会になる必要があるとの話があり、メンバーの意思統一がなされました。
　竹中ガバナーエレクトより2025-2026年度地区運営方針の発表があり、“ローターリーの役割”
についてなどの発表がなされました。

次回委員会は２月22日（土）16時より開催します。

竹中年度
第１回地区ラーニング・管理運営委員会
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日　時／2025年２月２日（日）　14:00~14:45
会　場／前橋問屋センター会館
出席者／竹中　隆ガバナーエレクト、小磯正康、青山　豊、鷹巣　修、関口朋克、大谷恒雄、

赤井幸夫、和田雅之（各ガバナー補佐）、田中久夫地区ラーニングファシリテーター、
森田高史地区ラーニング管理運営委員会副委員長、
中野正美地区ラーニング管理運営委員会副委員長、
飯田知義地区ラーニング管理運営委員会委員、樋口哲雄地区幹事、
平田稔地区財務委員、堤謙治地区副幹事

報告者／地区幹事　樋口哲雄（高崎北RC）

　２月２日（日）、前橋問屋センター会館において「第2回ガバナー補佐会議」が下記内容で開催さ
れました。

14:00~14:15　　前回開催時の資料との変更について
　・地区行事について　地区幹事　樋口哲雄
　　→　�地区大会記念ゴルフ大会を９/27（土）サンコーカントリークラブにて開

催決定、前橋北RCガバナー公式訪問を11/17から12/８（月）に変更。
　・地区予算について　地区財務委員　平田　稔
　　→　地区会員数2,030人で再計算しました。

14:15～14:30　　ガバナー補佐への依頼事項　ガバナーエレクト　竹中　隆
　・責務と役割　・ガバナー補佐のクラブ訪問　・クラブ公式訪問日程

14:30～14:45　　地区事業について
　・地区チームラーニングセミナー２/22
　・会長エレクト、次年度幹事セミナー３/８～９
　・地区研修協議会５/18

竹中年度
第２回ガバナー補佐会議
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日　時／2025年２月２日（日）　15:00～16:30
会　場／前橋問屋センター会館
出席者／田中久夫地区ラーニングファシリテーター、

森田高史地区ラーニング管理運営委員会副委員長、
中野正美地区ラーニング管理運営委員会副委員長、竹中　隆ガバナーエレクト、
小磯正康、青山　豊、鷹巣　修、関口朋克、大谷恒雄、赤井幸夫、
和田雅之（各ガバナー補佐）、樋口哲雄地区幹事、櫻井正晴地区幹事、
平田　稔地区財務委員、小板橋桂地区財務委員、新井良和、君島准逸、
飯田知義（各地区ラーニング・管理運営委員）、小林洋樹、水石清治、金井利明、
唐沢健二、石川好男、川鍋太志、佐藤貴江、石原保幸、新井　聡、関口知義、小澤健一、
萩原靖規、矢内良春（各地区委員会委員長予定者）、橋谷晋治、廣神壮郎、堀込敏彦、
井上智太、小林晴彦、近藤利弘、久保　満、宮川秀彦、大畑亜樹夫、須永正義、
堤　謙治（各副幹事）

報告者／地区幹事　樋口哲雄（高崎北RC）

　２月２日（日）、前橋問屋センター会館において「第2回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議」
が下記次第に則り開催されました。

15:00~15:05　挨拶　竹中　隆ガバナーエレクト、田中久夫地区ラーニングファシリテーター
15:05~15:10　�マリオ・セザール・マルティンス・デ・カマルゴRI会長を囲む会に参加して
　　　　　　　　竹中　隆ガバナーエレクト
15:10~15:15　前回開催時の資料との変更について

　・地区行事予定、地区委員会について　樋口哲雄地区幹事
　・地区予算について　平田地区財務委員

15:15~15:20　地区委員長への依頼事項　竹中　隆ガバナーエレクト
15:20~15:50　委員会事業概要　各地区委員長
15:50~16:20　ガバナー補佐・委員長に期待すること　田中久夫地区ラーニングファシリテーター
16:20~16:30　講評　森田高史地区ラーニング管理運営委員会副委員長

　竹中ガバナーエレクトから来日したRI会長エレクトの講演内容と印象の報告がありました。
　また、同エレクトから各委員長への依頼事項がしめされ、各委員長からは次年度計画の概要が報
告されました。
　前回会議に続き田中地区ラーニングファシリテーターからガバナー補佐・委員長の役割について
講義がありました。

竹中年度
第２回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議



272024-2025  Vol.9

　2025年１月29日水曜日、前橋市の第一コミュニティーセンターにおいて、ガバナー公式訪問例
会を開催しました。前橋、前橋南、桐生、桐生西、伊勢崎、高崎北及び沼田クラブのアクターとロー
タリアンの方合計40名が一堂に集いました。森ガバナーより、国際ロータリーの情勢や、アクトの
位置付けなどのお話をいただきながら、各クラブの活動状況などの情報交換を行いました。ガバナー
との対談の機会は、普段の活動ではなかなか無いことですので、大変貴重な機会となりました。各
地域から多くのアクターやロータリアンの方が集い、未来の活動へ向け、前向きな情報交換の場と
なりました。ご多忙の中、ご参加いただいたガバナーやロータリアンの方へ、大変感謝申し上げます。
この例会の経験を活かし、今後の活動に励んでまいります。今後ともロータリーとアクトとの連携
を密に取っていただきながら、活動出来たらと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。

ローターアクトクラブ活動報告
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日　　付 時 間 帯 項　　　　　　　目 場　　　所
2024年10月 6（日） 11:00 〜 米山記念奨学生カウンセラーセミナー 前橋問屋センター会館

6（日） 13:30 〜 地区米山記念奨学セミナー 前橋問屋センター会館
12（土） 13:00 〜 青少年交換派遣学生選考会 前橋問屋センター会館
19（土） 午後 地区リーダーシップセミナー 桐生グランドホテル
19（土） 夜 ＲＩ会長代理歓迎晩餐会 桐生グランドホテル
20（日） 終日 地区大会　式典 美喜仁桐生文化会館
26（土） ロータリー野球大会 桃ノ木川グランド
27（日） 終日 ＲＬＩセミナー　PartⅡ 前橋問屋センター会館

11月 8（金） 14:30 〜 公共イメージ向上・ICT推進セミナー 前橋問屋センター会館
16（土） クラブ管理運営セミナー（竹中年度主催） ※
24（日） 終日 ＲＬＩセミナー　PartⅢ 前橋問屋センター会館
30（土） 16:00 〜 米山記念奨学生選考会面接員オリエンテーション ロイヤルチェスター前橋
30（土） 17:00 〜 米山学友会忘年会 ロイヤルチェスター前橋

12月 ４（水） 15:00 〜 第7回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所
７（土） 14:00 〜 第１回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議（竹中年度主催） ロイヤルチェスター前橋 ※
8（日） 10:30 〜 RYLA研修セミナー 前橋市第３コミュニティーセンター

2025年1月 19（日）   9:50 〜 米山記念奨学生選考会 前橋問屋センター会館
19（日） 15:00 〜 IA海外研修オリエンテーション 前橋問屋センター会館
25（土） 16:00 〜 第3回ガバナー諮問委員会 ロイヤルチェスター前橋
25（土） 18:00 〜 竹中ガバナーエレクト壮行会 ロイヤルチェスター前橋
26（日） 13:30 〜 青少年交換受入学生歓迎会 ホテルメトロポリタン高崎
29（水） 19:30 〜 ローターアクトガバナー公式訪問合同例会 前橋市第１コミュニティーセンター

2月 8（土） 14:00 DEIフォーラム 前橋問屋センター会館 ※
9（日）~13（木） 国際協議会（竹中ガバナーエレクト参加） オーランド（フロリダ州）

22（土） 10:30 第4回ガバナー諮問委員会 前橋商工会議所会館
22（土） 13:00 地区チーム研修セミナー（竹中年度主催） 前橋商工会議所会館
23（日） ロータリー創立記念日

3月 1（土） 米山記念奨学生修了式・歓送会 ホテルメトロポリタン高崎
8（土） RA年次大会 美喜仁桐生文化会館 ※

8（土）~9（日） 会長エレクト・次年度幹事研修セミナー（竹中年度主催） 磯部ガーデン
20（祝・木） 13:20 新会員セミナー 前橋問屋センター会館

27（木）~30（日） インターアクト海外研修 台湾
4月 12（土）~19（土） 規定審議会 シカゴ

　 18（金）~20（日） インターアクト台湾受入れ
20（日） 新規米山記念奨学生カウンセラーオリエンテーション 前橋問屋センター会館
20（日） 新規米山記念奨学生オリエンテーション 前橋問屋センター会館

米山記念奨学生資格面談 前橋問屋センター会館
青少年交換ホストクラブ第１回オリエンテーション

5月 10（土）  職業奉仕・国際奉仕・地域社会奉仕セミナー（仮名） 桐生商工会議所
17（土） 13:30 地区補助金最終審査会 前橋問屋センター会館
18（日） 地区研修・協議会（竹中年度主催） 群馬音楽センター ･ホテルグランビュー高崎
21（水） 歴代幹事会 辰己館

6月 7（土） 米山学友会総会 ホテルメトロポリタン高崎
14（土） 第５回ガバナー諮問委員会
14（土） 現新地区役員合同連絡会議

21（土）~25（水） 国際大会 カルガリー（カナダ）
青少年交換受入学生歓迎会・夏季交換学生歓迎会
米山記念奨学生指定校選定会議

2024-2025年度　地区主要行事予定表

※2025.3.22（土）〜 23（日）「会長エレクト・次年度幹事研修セミナー（竹中年度主催）」の日付が上記へ変更となりました。
※2025.3.8（土）「RA年次大会」の日程が決定致しました。
※2024.11.16（土）「クラブ管理運営セミナー」（竹中年度主催）は延期することとなりました。（日程未定）
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2024-2025年度　周年行事予定クラブ

年 月 日 曜日 周年 ク ラ ブ 名 場　　　　所
2025 3 29 土 50 伊勢崎中央RC ニューいづみ

2025 4 6 日 60 安中RC 磯部ガーデン

2025 4 12 土 40 前橋南RC 前橋商工会議所会館

2025 4 19 土 25 館林ミレニアムRC 文右衛門ホール

2024-2025年度　ＩＭ開催予定表

年 月 日 曜日 分　　　区 場　　所
2024 11 16 土 第１分区 前橋プラザ元気21

2025 １ 30 木 第２分区Ａ 桐生警察署

2025 ２ ６ 木 第２分区Ｂ ニューいづみ

2025 ３ 29 土 第３分区 群馬音楽センター北側周地

2025 ３ 29 土 第４分区Ａ 太田駅前北口・南口、太田南一番街

2025 ３ １ 土 第４分区Ｂ ニューミヤコホテル館林

2025 ３ 16 日 第５分区 ホテルベラヴィータ

2025 ３ 15 土 第６分区 ホテルアミューズ富岡

2024-2025年度　周年行事・IM開催予定
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日　　付 時 間 帯 項　　　　　　　目 場　　　所

2025年１月 第１回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所

第２回ガバナー補佐会議 ガバナー事務所 　

25（土） 第３回ガバナー諮問委員会（森年度主催） ロイヤルチェスター前橋 　

25（土） 竹中ガバナーエレクト壮行会（森年度主催） ロイヤルチェスター前橋 　

２月 ２（日） 13 ～ 第１回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所 　

２（日） 14 ～ 第２回ガバナー補佐会議 前橋問屋センター会館 　

２（日） 15 ～ 第２回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議 前橋問屋センター会館

９（日）~13（木） 国際協議会（竹中ガバナーエレクト出席） オーランド（フロリダ州）

22（土） 10 ～ 第４回ガバナー諮問委員会・GE報告（森年度主催） 前橋商工会議所会館 　

22（土） 13 ～ 地区チームラーニングセミナー 前橋商工会議所会館 　

22（土） 16 ～ 第２回地区ラーニング・管理運営委員会 前橋商工会議所会館 　

３月 ８（土）~９（日） 10 ～ 会長エレクト・次年度幹事ラーニングセミナー 磯部ガーデン 　

22（土） 10 ～ 第３回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所 　

４月 ５（土） 13 ～ ローターアクト研修 高崎市総合福祉センター 　

13（日） 10 ～ 第４回地区ラーニング・管理運営委員会 ガバナー事務所 　

13（日） 13 ～ 第３回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋問屋センター会館 　

５月 18（日） 終日 地区研修・協議会　式典 群馬音楽センター 　

18（日） 夜 地区研修・協議会　懇親会 ホテルグランビュー高崎 　

６月 14（土） 午後 第５回ガバナー諮問委員会（森年度主催） 　 　

14（土） 午後 現新地区役員合同連絡協議会（森年度主催） 　 　

21（土）~25（水） 国際大会 カルガリー

７月 １（火） 竹中ガバナー事務所開設 　 　

13（日） 10 ～ 第１回ガバナー諮問委員会 ホテルグランビュー高崎 　

19（土） 午前 （インターアクト年次大会） 前橋市民文化会館 　

（青少年交換長期派遣学生壮行会） 　 　

８月 ３（日） 13 ～ ＲＬＩファシリテーター研修会 前橋問屋センター会館 　

24（日） 13:30 ～ クラブ活性化ワークショップ 前橋問屋センター会館 　

26（火） 13 ～ 米山指定校説明会 前橋問屋センター会館 　

30（土） 午前 ロータリー野球大会　開会式 前橋桃ノ木川グランド 　

（青少年交換長期受入学生歓迎会） 　 　

９月 ６（土） 午前 ロータリー野球大会　第２日目 前橋桃ノ木川グランド 　

13（土） 午前 ロータリー野球大会　第３日目 前橋桃ノ木川グランド 　

13（土） 午後 ロータリー財団補助金管理セミナー 前橋問屋センター会館 　

14（日） 午前 第２回ガバナー諮問委員会 前橋問屋センター会館 　

14（日） 午後 第４回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋問屋センター会館 　

20（土） 午前 ロータリー野球大会　第４日目、閉会式 前橋桃ノ木川グランド 　

28（日） 終日 ＲＬＩセミナー　PartⅠ 前橋問屋センター会館 　

2025-2026年度　年度前・上半期地区主要行事予定表
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日　　付 時 間 帯 項　　　　　　　目 場　　　所

10月 ４（土） 午前 米山記念奨学生カウンセラー研修会 前橋問屋センター会館 　

４（土） 午後 地区米山研修セミナー 前橋問屋センター会館 　

19（日） 終日 ＲＬＩセミナー　PartⅡ 前橋問屋センター会館 　

19（日） 午前 ロータリー野球大会　予備日 前橋桃ノ木川グランド 　

24（金） 午後 地区リーダーシップセミナー ホテルメトロポリタン高崎 　

24（金） 夜 ＲＩ会長代理歓迎晩餐会 ホテルメトロポリタン高崎 　

25（土） 午後 地区大会　式典 高崎芸術劇場 　

25（土） 夜 地区大会　懇親会 ホテルメトロポリタン高崎 　

地区大会記念ゴルフ大会 　 　

（青少年交換派遣学生選考会） 　 　

11月 ７（金）~９（日） ロータリー全国選抜野球大会 　 　

９（日） 終日 ＲＬＩセミナー　PartⅢ 前橋問屋センター会館 　

29（土） 午後 米山記念奨学生選考会面接官オリエンテーション ホテルメトロポリタン高崎 　

29（土） 夕方 米山学友会忘年会 ホテルメトロポリタン高崎 　

12月 ６（土） 午後 第３回ガバナー諮問委員会 ロイヤルチェスター前橋 　

６（土） 夕方 三好ガバナーエレクト壮行会 ロイヤルチェスター前橋

RYLA研修セミナー 　
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○○クラブとの違い？ 

 

第 1地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 田中 久夫 （高崎 RC） 

 

皆さんは、誰かをロータリーに誘おうとしたとき、相手から必ず発せられる質問「ロータリ

ークラブは○○クラブとどこが違うの？」にどのように答えていますか。「I serve と We 

serve の違いがあって…」、「職業奉仕（vocational service）の有無とか…」、「ロータリ

ーはポリオ根絶に力を入れていて…」などと答えて相手の要領を得られると思っていません

か。それでその人が納得すればいいのですが、あまり勝率はよくないのかもしれません。 

私も、両者の違いをどう説明すれば相手の腑に落ちるのかを常々考えていました。ところ

が昨年の夏、ある地区のとあるクラブに招かれて卓話をする機会に、そこの会長さんとお話

をしていて「これだ！」という逸話に出会ったのです。 

 その会長さんは、ロータリークラブに入る前に半年ほど○○クラブに入っていた経験があ

り、その時にある出来事に遭遇し○○クラブに嫌気がさして辞めたというのです。 

 会長さんが経験したのは…。 

「在籍が僅か半年、○○クラブの会員たちとはそれほど親しくなっていない当時、ある古参の会員から一つの仕事（IT

関係）を頼まれました。そこで見積りをしてその金額に了解を得てから仕事に取組み、納期通りに完了したのです。その

後その請求をしたところ、その会員からは『もう少し負けてくれないかな、○○クラブの友情に免じて頼むよ』と言われま

した」 

「僕はそれを聞いて、その会員は通常の商取引のルールを無視し、僅か半年しか在籍していない者に友情を持ち出すと

いう非常識、しかもそういった古参会員の存在を当たり前のように許してきた○○クラブのゆるい体質に失望したので

す」 

「僕はサッサとそのクラブを辞めて、以前から誘われていたロータリーに入り直しました。その後、ロータリーではそのよ

うな非礼に会ったことはありません。大変居心地がよく、いまでは会長にしていただきました」 

 そうです。ロータリー会員は常識人の集まり。商行為のルールはキチンと守り、お互い納得した関係のなかでモノゴトが

成立するのです。私も日頃、ロータリー会員に仕事をお願いするときに値切ろうなんてことは考えたこともありません。相

手もコチラのことを良く考えてくれた末に金額が提示されているのだと信じています。だからロータリー、ロータリー会員

とは安心してお付き合いできるのです。 

 公共イメージは、日頃のお付き合いの中で時間を掛けて醸成させていくものですが、それが崩れるのは一瞬です。孔

子（『論語』「仁」の説明）の言葉に、「己の欲せざる所を人に施すことなかれ。さすれば近き者は悦び、遠き者は来たる」が

あります。人付き合いの真理だと思われます。お互いロータリー会員として、ロータリーの公共イメージを大切にしましょ

う。 

 

 

 

コーディネーターNEWS
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第 2地域 恒久基金・大口寄付アドバイザー 福原 有一 （東京銀座 RC）  
 
皆さまこんにちは。第２地域の恒久基金・大口寄付アドバイザー（Ｅ／ＭＧＡ）の福原有一です。

第１地域の細川吉博Ｅ/ＭＧＡから９月のニュースでご案内申し上げた通り、私どもは恒久基金

や大口寄付やＡＫＳの目標達成に向け努力しています。２４-２５年の目標が「ロータリーのマジッ

ク」となるよう皆さまのご協力をお願いします。 

 

年度も３月に入りましたので、中間の報告を申し上げます。まず、大口寄付、冠名基金、AKSの

三分野については、大口寄付目標１００件に対し５９件（本年１月１６日現在、昨年度実績は８９

件）、冠名基金目標各地区１件に対し１０件（同１５件）、ＡＫＳ目標１０件に対し３件（同６件）です。

特に２０２５年は恒久基金２０２５として、ＲＩが２５年末までに２０．２５億ドルの世界目標を掲げて

います。達成状況は１８．５７億ドル（昨年１０月末現在）です。 

 

次にイベント報告ですが、昨年１２月１３日に第５３回ロータリー研究会の付随行事として、メジャードナー顕彰午餐会／アーチ・

クランフ・ソサエティ（AKS）式典がヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル「ボールルーム」において開催されました。 

当日は、メジャードナー・レベル４のみなさまの顕彰並びに３組のＡＫＳ新入会員及び昇進者へ認証状と花束が贈呈されまし

た。（ＡＫＳは松田英郎様・尚美様ご夫妻（２５００地区） 出村知佳子様（第２５１０地区） 藤林直美様 （第２５９０地区））。 

 

式典にはＲＩ本部からアーチックＲＩ会長やマローニーＴＲＦ管理委員長なども駆けつけて下さり、厳粛な中にもたいへん和やか

な会でした。企画から実現に至るまでご協力いいただいた地域役員の皆さまや財団室スタッフの方々には、この場をお借りし

て厚く御礼申し上げます。 

 

引続き大口寄付、恒久基金、ＡＫＳの目標や恒久基金２０２５の達成に向け盛り上がりましょう。どうもありがとうございました。 
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第 3地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐 中野 均 （堺東 RC） 

 

 平素は、ロータリークラブ会員の皆様には財団部門に対しご理解ご支援賜り有難く厚くお

礼申し上げます。私、コーディネーター補佐を仰せつかり２年になります。初年度、諸々の行

事を第３地域が担当で皆様に指導いただきながら無事終えることが出来ました。今年度上

半期の行事について、財団担当地域リーダーの一人として微力ながら少しお手伝いさせて

いただきました。下半期の行事についても自身のスキルアップと考え、お手伝いに徹したい

と思います。 

 さて、私の所属地区において財団委員長を補佐する立場で動いています。ロータリー財団

の標語である「世界でよいことをしよう」をするため財団寄付のお願いを他地区同様にさせ

ていただいていますが、前年比伸び悩んでいます。他の地域リーダーの皆様と意見交換の

機会を得て良い方向に導きたく思う次第です。 

 次にガバナーエレクト・ガバナーノミニーの皆様とはセミナーにおいて地域別セッション財団部門でファシリテートさせ

ていただく機会があります。それぞれ地区内財団関係奉仕事業の把握に努めていただき共に楽しく過ごせる時間にした

く思いますのでご理解ご協力よろしくお願いします。 

 地域コーディネーター補佐として、地域コーディネーターの指導の下、自己研鑽に努め皆様方と共に歩んで行きたく、

また担当地区へお邪魔させていただくことやお声がけくだされば馳せ参じる所存でございます。何卒よろしくお願い申し

上げます。 

 結びに皆さま方の地区で「世界でよいことをしよう」に向けた奉仕活動にご期待申し上げます。 



352024-2025  Vol.9

純純増増減減((女女性性))

88  ((55))

4 118 118 0 2 116 -2 2 88.03%

4 60 59 0 0 59 -1 3 83.05%

3 50 51 0 0 51 1 21 84.31%

3 81 80 2 0 82 1 3 68.29%

3 57 56 1 0 57 0 0 61.40%

3 18 21 0 0 21 3 5 85.71%

384 (34) 385 (33) 3 () 2 () 386 2 78.47%

3 69 69 0 0 69 0 31 72.46%

4 38 37 0 0 37 -1 26 64.86%

4 50 50 0 1 49 -1 40 93.88%

4 39 39 0 0 39 0 18 74.36%

196 (33) 195 (32) 0 () 1 () 194 -2 76.39%

3 81 77 0 1 76 -5 15 100.00%

4 25 23 0 0 23 -2 0 34.78%

4 90 89 1 0 90 0 22 77.78%

3 26 25 1 1 25 -1 6 100.00%

2 35 35 0 0 35 0 0 97.14%

257 (20) 249 (20) 2 () 2 () 249 -8 81.94%

3 140 139 0 0 139 -1 0 53.96%

3 66 68 1 0 69 3 0 42.03%

3 77 76 2 0 78 1 15 60.26%

4 29 28 0 0 28 -1 8 78.57%

3 46 45 0 0 45 -1 8 100.00%

3 28 33 0 0 33 5 7 42.42%

386 (31) 389 (34) 3 () 0 () 392 6 62.87%

自自ククララブブ出出席席率率

6666..77%%

MMyyRRoottaarryy登登録録率率((22月月1188日日現現在在))

7722..5599%%

当当月月出出席席率率（（メメイイクク含含むむ))

7733..77%%

MyRotary
登録率

(2月18日現在)
年度初
(女性)

当月初
(女性)

新会員
(女性)

退会数
(女性)

月末数
(女性)

純増減
(女性)

メイク

会員数　(純増減は年度初数との対比となります)

出席率

合計 61.49% 66.11%

第
３
分
区

高崎 50.60% 50.60%

高崎南 55.80% 55.80%

高崎シンフォニー 71.32% 77.52%

高崎セントラル 72.92% 80.21%

高崎北 52.42% 59.03%

高崎東 65.88% 73.49%

第
２
分
区
Ｂ

伊勢崎 82.22% 88.89%

群馬境 82.14% 82.14%

伊勢崎中央 70.74% 76.99%

合計 77.63% 81.81%

合計 53.23% 72.35%

74.78% 78.49%

伊勢崎南 70.67% 78.67%

伊勢崎東 82.36% 82.36%

第
２
分
区
Ａ

桐生 49.76% 72.41%

桐生南 49.57% 68.58%

桐生西

78.11%

前橋南 85.97% 85.97%

前橋中央 79.04% 87.81%

第
１
分
区

前橋北 78.11%

合計

51.91% 74.18%

桐生赤城 61.66% 74.24%

58.47%

前橋西 76.83% 78.20%

前橋東 70.70% 82.40%

前橋 58.03%

クラブ名
回
数

自クラブ
出席率

*純増減は年度初の会員数との対比となります。

4455

22003322 ((117733)) 22003399 ((117766)) 1122

　　　　出出席席報報告告　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　11//22

ククララブブ数数 年年度度初初（（女女性性)) 当当月月初初((女女性性)) 新新会会員員((女女性性)) 退退会会数数((女女性性)) 月月末末数数((女女性性))

((22)) 1111 (()) 22004400 ((117788))

出席報告（１月末現在）・MyRotary登録率
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3 68 66 0 0 66 -2 2 75.76%

3 12 12 0 0 12 0 2 41.67%

2 43 48 1 0 49 6 1 100.00%

2 23 23 0 0 23 0 0 43.48%

2 44 45 1 0 46 2 1 58.70%

190 (12) 194 (14) 2 (1) 0 () 196 6 63.92%

4 55 54 0 0 54 -1 6 72.22%

3 26 26 1 1 26 0 5 25.93%

2 13 12 0 0 12 -1 0 16.67%

1 8 7 0 0 7 -1 1 42.86%

2 28 28 0 0 28 0 4 100.00%

130 (11) 127 (10) 1 () 1 () 127 -3 51.53%

4 55 58 0 0 58 3 20 72.41%

2 72 79 0 0 79 7 7 98.73%

0 6 4 0 4 0 -6 0 0.00%

3 20 18 0 0 18 -2 0 50.00%

3 49 50 0 0 50 1 24 100.00%

4 42 45 0 0 45 3 5 93.48%

244 (18) 254 (18) 0 () 4 () 250 6 82.93%

3 39 41 0 0 41 2 9 41.46%

3 43 42 0 0 42 -1 9 78.57%

3 58 58 0 0 58 0 15 53.45%

2 8 7 0 0 7 -1 0 57.14%

3 42 40 0 0 40 -2 7 75.00%

2 7 7 0 0 7 0 0 42.86%

2 22 22 0 1 21 -1 5 66.67%

3 26 29 1 0 30 4 6 46.67%

245 (14) 246 (15) 1 (1) 1 () 246 1 57.73%

クラブ名
回
数

自クラブ
出席率

会員数　(純増減は年度初数との対比となります)

出席率
MyRotary
登録率

(2月18日現在)
年度初
(女性)

当月初
(女性)

新会員
(女性)

退会数
(女性)

月末数
(女性)

純増減
(女性)

メイク

藤岡北 77.37% 77.37%

富岡中央 66.33% 72.77%

渋川みどり 62.01% 65.02%

合計 60.80% 67.31%

中之条 95.55% 95.55%

沼田中央 63.42% 79.46%

渋川

第
６
分
区

富岡 81.79% 90.42%

藤岡 68.47% 76.58%

安中 48.84% 57.46%

合計 66.84% 73.35%

碓氷安中 64.28% 64.28%

富岡かぶら 57.35%

81.79% 91.65%

沼田 62.00% 72.15%

草津温泉 0.00% 0.00%

64.10%

藤岡南 70.27% 83.79%

大泉 67.75% 75.33%

館林ミレニアム 78.09% 86.90%

合計 72.15% 79.34%

館林西 54.17% 54.17%

館林東 83.33% 100.00%

第
５
分
区

新田 67.41% 67.41%

太田中央 58.70% 59.78%

第
４
分
区
Ａ

太田 60.60% 62.62%

太田西 80.55% 100.00%

太田南 64.29% 65.31%

合計 66.31% 71.02%

第
４
分
区
B

館林 77.42% 80.29%

　　　　出出席席報報告告　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　11//22
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新会員紹介

氏 名 佐藤　好男
ク ラ ブ 前橋南RC
入 会 日 2025年１月15日
職業分類 造林業
勤 務 先 ㈱エムズ
役 職 代表取締役
推 薦 者 豊岡　均

氏 名 山崎　一男
ク ラ ブ 伊勢崎中央RC
入 会 日 2025年１月９日
職業分類 旅行代理店
勤 務 先 株式会社　群馬旅行
役 職 主任
推 薦 者 大木　学

氏 名 神宮　　渉
ク ラ ブ 高崎北RC
入 会 日 2025年１月８日
職業分類 輸入車販売
勤 務 先 株式会社 Ｊ’s
役 職 代表取締役
推 薦 者 高野由博　磯部貴志

氏 名 和久　慶子
ク ラ ブ 前橋中央RC
入 会 日 2025年２月５日
職業分類 不動産賃貸業
勤 務 先 スタースペース合同会社
役 職 代表社員
推 薦 者 五十嵐　力

氏 名 西田　　薫
ク ラ ブ 前橋RC
入 会 日 2025年２月４日
職業分類 証券業
勤 務 先 ＳＭＢＣ日興証券㈱
役 職 法人課長
推 薦 者 廣田　哲也

氏 名 細田　礼子
ク ラ ブ 太田中央RC
入 会 日 2025年１月10日
職業分類 介護支援
勤 務 先 社会福祉法人　愛心会
役 職 理事長
推 薦 者 武井　智明

氏 名 曽根　昌信
ク ラ ブ 大泉RC
入 会 日 2025年１月15日
職業分類 介護施設
勤 務 先 居宅介護施設マゼンタ
役 職 相談役
推 薦 者 飯田　知義
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年度
初

入会
目標

入会
実績

目標
残

達成率
年度
初

入会
目標

入会
実績

目標
残

達成率

118 2 9 -7 450.0% 68 5 0 5 0.0%

60 5 1 4 20.0% 12 3 0 3 0.0%

50 2 4 -2 200.0% 43 2 7 -5 350.0%

81 4 3 1 75.0% 23 3 0 3 0.0%

57 5 2 3 40.0% 44 3 3 0 100.0%

18 3 4 -1 133.3% 119900 1166 1100 66 6622..55%%

338844 2211 2233 --22 110099..55%% 55 5 0 5 0.0%

69 5 1 4 20.0% 26 1 2 -1 200.0%

38 3 0 3 0.0% 13 2 0 2 0.0%

50 3 0 3 0.0% 8 2 0 2 0.0%

39 2 1 1 50.0% 28 1 0 1 0.0%

119966 1133 22 1111 1155..44%% 113300 1111 22 99 1188..22%%

81 5 1 4 20.0% 55 1 3 -2 300.0%

25 3 1 2 33.3% 72 5 9 -4 180.0%

90 4 3 1 75.0% 6 2 0 2 0.0%

26 3 1 2 33.3% 20 1 0 1 0.0%

35 1 1 0 100.0% 49 2 2 0 100.0%

225577 1166 77 99 4433..88%% 42 2 3 -1 150.0%

140 8 2 6 25.0% 224444 1133 1177 --44 113300..88%%

66 2 4 -2 200.0% 39 2 3 -1 150.0%

77 3 5 -2 166.7% 43 3 0 3 0.0%

29 2 1 1 50.0% 58 0 1 -1 #DIV/0!

46 2 0 2 0.0% 8 1 0 1 0.0%

28 3 5 -2 166.7% 42 2 0 2 0.0%

338866 2200 1177 33 8855..00%% 7 2 0 2 0.0%

22 2 0 2 0.0%

26 2 4 -2 200.0%

224455 1144 88 66 5577..11%%

新新会会員員　　入入会会実実績績報報告告

目標残新会員　入会目標年度初

太田

クラブ名

達成率

クラブ名

クラブ数 新会員　入会実績

22003322 112244 88664455 3388

第
１
分
区

前橋中央

第
４
分
区
Ａ

合合計計

前橋

前橋西

前橋東

前橋北

前橋南

6699%%

太田西

太田南

新田

太田中央

第
２
分
区
Ｂ

合合計計

伊勢崎

群馬境

伊勢崎中央

伊勢崎南

伊勢崎東

合合計計

第
２
分
区
Ａ

桐生西

桐生赤城

桐生

桐生南

合合計計

第
４
分
区
B

高崎

高崎南

館林

大泉

館林西

館林東

館林ミレニアム

合合計計

合合計計

第
５
分
区

渋川

沼田

草津温泉

中之条

沼田中央

渋川みどり

藤岡南＊上記の数値は新会員入会者のみの目標および実績を
表記しております。退会者数はカウントしておりません。
よって各クラブの現在の会員数を示すものではありませ
ん。

第
３
分
区

富岡

藤岡

安中

藤岡北

富岡中央

碓氷安中

高崎東

高崎北

高崎シンフォニー

高崎セントラル

合合計計

合合計計

富岡かぶら

第
６
分
区

新会員入会実績報告（１月末日現在）
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訃報

氏　名　須藤　哲男
クラブ　伊勢崎南ロータリークラブ
入会日　1991年９月17日
逝去日　2025年１月28日
享　年　74歳
ロータリー歴　33年
勤務先　須藤司法書士土地家屋調査士行政書士事務所
役　職　所長

【ロータリー歴他】
2002-2003年度　幹事
2009-2010年度　会長

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　１回
第２回　米山功労者

� 伊勢崎南ロータリークラブ　会長　鈴木　昭彦
　その人と初めて会ったのは、ゴルフ練習場でした。20数年前の事です。その頃は私も頻繁に
練習場に通っていました。私が行くと必ずその人もいました。そして十数年前、私は伊勢崎南ロー
タリークラブに入会いたしました。するとその人がいました。例会に参加する回数が増えてその
人との会話も増えてきました。ある日、その人に十数年前から「練習場で前からお見掛けしてい
ました」と話すと、その人は、「俺も覚えているよ、いい球を打つ奴がいるなと思っていたんだよ」
と、今でも心に残る大切な言葉です。その人はとにかく話す言葉のセンスが抜群に素晴らしい！
あの時のセリフもきっと、相手を喜ばせるとっさに考え付いたセンスのいい言葉だったと思いま
す。そして私はロータリ―を通じて、その人との交流が始まり、その人の車の保守や整備を任さ
れるようになりました。
　その人がお亡くなりになられる少し前、私はまた車の整備を任されました。「退院してすぐは
車に乗れないと思う、でもいずれ乗らなくちゃならないのでその時の為にちゃんとしておきたい」
と言われ、車を整備いたしました。12月初旬の事です。誰もがその人にタバコくらいはやめな
さいよと、何度も繰り返し言っていました。その返答にもセンスのいい言葉で返してきます。み
んなが、まあいいか、大丈夫か、と思うようなセンスのいい言葉です。タバコのせいで、人生が
少し短くなったとは思いたくありませんが、早過ぎるお別れにみんな悲しんでいます。本当に残
念です。その人が愛していたゴルフ、少し真剣に続けていきたいと思います。私はその人のセン
スのいい言葉を思い、これからの人生を続けていきたいと思います。お話が出来なくなるのが残
念で悲しいです。本当にありがとうございました。
　須藤哲男さん、一生忘れません、ありがとう　そしてさようなら…
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氏　名　柳瀬　　浩
クラブ　館林西ロータリークラブ
入会日　1986年11月１日
逝去日　2024年12月23日
享　年　86歳
ロータリー歴　38年１ヶ月
勤務先　柳瀬建設㈱
役　職　取締役会長

【ロータリー歴他】
2001-2002年度　第４分区アシスタントガバナー
1999-2000年度　会長
1997-1998年度　幹事
2013-2014年度　幹事

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　３回
第６回　米山功労者

� 館林西ロータリークラブ　会長　加瀬　揚彦
　……柳瀬　浩　さん　を偲んで……
　柳瀬さんは「紳士」という言葉で形容するのにふさわしいお方でした。いつも物腰の柔らかな
口調で「ロータリアンとしてどういう選択をすべきか」を理論的にお話しくださる当クラブのオー
ソリティでした。38年の長きに渡りロータリアンとして、会社・ロータリー・ゴルフ…全てに
おいて全力で活動をされ、お酒を酌み交わしながらこうしたお話をお聞きできたことは私の宝と
なっております。もっと様々なことに対して、柳瀬さんの功績お聞きし、ご指導を賜りたいこと
はたくさんございました。とても残念でなりません。
　目を閉じると、館林西ロータリークラブのメンバーの皆さんと楽しそうに談笑している柳瀬さ
んを思い出します。今まで本当にありがとうございました。
　心からご冥福をお祈りいたします。時間の話題も釣りや魚に関することが多かったと記憶して
います。今は唯々生前のご活躍に感謝しご冥福をお祈り申し上げるばかりです。
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ロータリー文庫　「文庫通信390号」
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表紙説明
梅田湖のろうばいまつりは、令和７年１月18日（土）～２月16日（日）まで梅田台緑地公園の梅
田ろうばいパークで開催されており、キッチンカーやバンドの演奏のほか、ろうばい苗木の販売や
ボランティア活動の協賛会支援では甘酒やドリンクサービスも行われております。梅田湖の湖畔に
面したろうばいは、春の訪れを告げるとともに、淡い黄色の花が私たちにやさしい安らぎを与えて
心を癒してくれます。（令和７年２月５日撮影）

ガバナー事務所よりお願い

ガバナー月信に関して
◦�原稿の締め切りは、毎月15日です。ワードまたはエクセル書式で作成の上、メール添付し森末廣

ガバナー事務所 mori@rid2840.jp まで送信してください。なお、写真等の画像がある場合は、デ
ジタルデータでお送りください。

◦�新会員情報並びに訃報の締切りは、毎月15日です。（15日以降のご連絡分につきましては、次月号
の掲載となります。）新会員につきましては氏名、入会日、職業分類、勤務先、役職、推薦者氏名
を記入の上、写真を添えて、ガバナー事務所ホームページの専用欄かメールにてお送りください。
なお、訃報につきましてはクラブ会長様に250字以内で追悼文を作成いただき、ご連絡をお願いい
たします。

ガバナー事務所に関して
◦�ガバナー事務所の開所時間は従前どおり午前10時から午後５時となっておりますのでよろしくお

願いいたします。尚、原則として正午から午後１時までは昼休みとなっております。

月信への寄稿のお願い
◦�毎月1日に発刊しているガバナー月信ですが、是非とも第2840地区の各クラブで行われた奉仕事

業やクラブの自慢などを、月信に寄稿してみませんか？
　�原稿締め切りは毎月15日になります。原稿を15日以前にガバナー事務所宛にメールしていただけ

れば翌月号に掲載させていただきます。



森ガバナーのご意向により地区内45クラブのバナーを全て
ガバナー事務所に掲示しました。
お近くにお越しの際は、是非お立ち寄り頂きご覧ください。



森　末廣ガバナー事務所
群馬県前橋市問屋町2-2　前橋問屋センター会館1F 

TEL 027-212-2840
FAX 027-212-2841 


